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第１章 総則

条 条文 条 条文

目次－6

誤植の修正

1-14 １-１-１４
調査・試験に
対する協力

１-１-１４
調査・試験に
対する協力

５．施工形態動向調査（動向調査・モニタリング調査）
受注者は、当該工事が発注者の実施する動向調査及びモニタリング調
査の対象工事となった場合には、調査等の必要な協力をしなければなら
ない。また、工期経過後においても同様とする。
６．施工状況調査
受注者は、当該工事が発注者の実施する施工状況調査の対象工事と
なった場合には、調査等の必要な協力をしなければならない。また、工期
経過後においても同様とする。

施工パッケージ積
算方式に係る調
査等を新たに位置
付け

1-17 1-1-21
建設副産物

1-1-21
建設副産物 ６．舗装切断時の排水処理

受注者は、アスファルト・セメントコンクリート舗装の切断時に発生する排
水（泥水）を河川や側溝に排水することなく排水吸引機能を有する切断機
械等により回収するものとする。また、回収水等は、産業廃棄物として取り
扱うものとし、適正に処理しなければならない。

国の共通仕様書と
同様の改定

1-40 1-1-39
交通安全管

理

２．輸送災害の防止
受注者は、工事用車両による土砂、工事用資材及び機械などの輸送を
伴う工事については、関係機関と打合せを行い、交通安全に関する担当
者、輸送経路、輸送期間、輸送方法、輸送担当業者、交通誘導員の配
置、標識安全施設等の設置場所、その他安全輸送上の事項について計
画をたて、災害の防止を図らなければならない。

1-1-39
交通安全管

理

２．輸送災害の防止
受注者は、工事用車両による土砂、工事用資材及び機械などの輸送を
伴う工事については、関係機関と打合せを行い、交通安全に関する担当
者、輸送経路、輸送期間、輸送方法、輸送担当業者、交通誘導警備員の
配置、標識安全施設等の設置場所、その他安全輸送上の事項について
計画をたて、災害の防止を図らなければならない。

用語の改定

三重県公共工事共通仕様書（平成２４年７月）新旧対照表

現行 改定（案）
備考ページ
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三重県公共工事共通仕様書（平成２４年７月）新旧対照表
1-42 1-1-39

交通安全管
理

９．交通安全管理
２） 交通誘導員
①受注者は、工事の施工に伴って、工事車両の出入口及び交差道路等
に対し、一般交通の安全誘導が必要となる箇所には、交通の誘導・整理
を行う者（以下「交通誘導員」という。）を配置し、その配置位置、条件を施
工計画書に記載し、公衆の交通の安全を確保しなければならない。
②受注者は、現道上又は現道に近接して行う工事で、やむを得ず工事
用材料・機械器具等を工事区間に保管する場合には、監督員の承諾を
得て一般交通の安全を確保し、所定の標識その他安全施設を設け、状
況によっては交通誘導員を配置しなければならない。
③受注者は、交通誘導員のうち１人は有資格者（平成17年警備業法改正
以降の交通誘導警備業務にかかる１級又は２級検定合格者）としなけれ
ばならない。・・・

1-1-39
交通安全管

理

９．交通安全管理
２） 交通誘導警備員
①受注者は、工事の施工に伴って、工事車両の出入口及び交差道路等
に対し、一般交通の安全誘導が必要となる箇所には、交通の誘導・整理
を行う者（以下「交通誘導警備員」という。）を配置し、その配置位置、条件
を施工計画書に記載し、公衆の交通の安全を確保しなければならない。
②受注者は、現道上又は現道に近接して行う工事で、やむを得ず工事
用材料・機械器具等を工事区間に保管する場合には、監督員の承諾を
得て一般交通の安全を確保し、所定の標識その他安全施設を設け、状
況によっては交通誘導警備員を配置しなければならない。
③受注者は、交通誘導警備員のうち１人は有資格者（平成17年警備業法
改正以降の交通誘導警備業務にかかる１級又は２級検定合格者）としな
ければならない。・・・

用語の改定

1-155 3-7-3
アスファルト
舗装の材料

14.混合物の種類とアスファルト量
示方アスファルト量と第１編 3-7-5 アスファルト舗装工の５項の(５)による
最終的な配合・・・

3-7-3
アスファルト
舗装の材料

14.混合物の種類とアスファルト量
示方アスファルト量と第１編 3-7-7 アスファルト舗装工の５項の(５)による
最終的な配合・・・

誤植の修正

1-171 3-7-9
排水性舗装

工

表３－38 アスファルト乳剤の標準的性状 表中
針入度（25℃） 1/10㎜ 60を超え以下

3-7-9
排水性舗装

工

表３－38 アスファルト乳剤の標準的性状 表中
針入度（25℃） 1/10㎜ 60を超え150以下

誤植の修正

1-236 3-15-4
法枠工

19．モルタル又はコンクリートの配合
受注者は、吹付けに使用するモルタル又はコンクリートの配合ならびに水
セメント比については、吹付けを行ったのり面で設計基準強度σck＝ 15
Ｎ/mm2を満足するように配合試験によって決定しなければならない。

3-15-4
法枠工

19．モルタル又はコンクリートの配合
受注者は、吹付けに使用するモルタル又はコンクリートの配合ならびに水
セメント比については、吹付けを行ったのり面で設計基準強度σck＝ 18
Ｎ/mm2を満足するように配合試験によって決定しなければならない。

規格値の改定
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三重県公共工事共通仕様書（平成２４年７月）新旧対照表
1-273 5-3-2

工場の選定

６．コンクリートの配合 表５－１ 配合表 表中
No７ 場所打杭（水中）：ベノト杭、リバース杭 スランプ 15

5-3-2
工場の選定

６．コンクリートの配合 表５－１ 配合表 表中
No７ 場所打杭（水中）：ベノト杭、リバース杭 スランプ 18

規格値の改定

建設工事
施工管理
基準（案）

P195

４ 下層路盤 ４ 下層路盤

語句の削除及び
例示の修正

建設工事
施工管理
基準（案）

P196

５ 上層路盤 ５ 上層路盤

語句の削除及び
例示の修正

建設工事
施工管理
基準（案）

P197

７ セメント安
定処理路盤

７ セメント安
定処理路盤

語句の削除及び
例示の修正

建設工事
施工管理
基準（案）

P199

８ アスファ
ルト舗装

８ アスファ
ルト舗装

語句の削除及び
例示の修正
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三重県公共工事共通仕様書（平成２４年７月）新旧対照表
建設工事
施工管理
基準（案）

P203

１１ 路床安
定処理工

１１ 路床安
定処理工

補足説明の追加

建設工事
施工管理
基準（案）

P204

１２ 表層安
定処理工（表
層混合処理）

１２ 表層安
定処理工（表
層混合処理）

補足説明の追加

建設工事
施工管理
基準（案）

P205

１５ 補強土
壁工

１５ 補強土
壁工

補足説明の追加

建設工事
施工管理
基準（案）

P210

２０ 河川・海
岸土工等

２０ 河川・海
岸土工等

補足説明の追加

建設工事
施工管理
基準（案）

P210

２１ 砂防土
工

２１ 砂防土
工

補足説明の追加
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三重県公共工事共通仕様書（平成２４年７月）新旧対照表
建設工事
施工管理
基準（案）

P211

２２ 道路土
工（道路・農
道・林道等）

２２ 道路土
工（道路・農
道・林道等）

補足説明の追加

建設工事
施工管理
基準（案）

P223

３２ プラント
再生舗装工

３２ プラント
再生舗装工

語句の削除及び
例示の修正

様式一覧 第12号様式
P30

第12号様式
P30

誤植の修正

5/5


